
京 都 大 学 に お け る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 規 程 新 旧 対 照 表 

改   正   前 改   正   後 

（前 略） 

第５章 開示、訂正及び利用停止 

第１節 開示 

（開示請求） 

第２０条 法第１２条の規定に基づき、保有個人情報

の開示を請求しようとする者（以下「開示請求者」

という。）は、所定の開示請求書を開示窓口に提出

して行わなければならない。 

２ 前項の開示請求書の提出に際しては、法第１３条

第２項に定める書類を提示し、又は提出しなければ

ならない。 

３ 第１項に定める開示窓口は、総務部法務室に置

く。 

４ 前項に定めるもののほか、医学部附属病院（以下

「病院」という。）に、病院において管理する診療

情報（保有個人情報のうち、診療を目的として医療

従事者が作成したものをいう。以下同じ。）に係る

請求の処理を行うため、診療情報開示窓口を置く。 

（開示請求書の補正） 

第２１条 前条第１項により提出された開示請求書

に形式上の不備があると認めるときは、開示窓口

（診療情報開示窓口を含む。第２３条を除き、以下

同じ。）において、開示請求者に対し、相当の期間

を定めて、その補正を求めることができる。この場

合において、開示請求者に対し、必要に応じて補正

の参考となる情報を提供するものとする。 

（中 略） 

（手数料） 

第３１条 開示請求者は、第２０条の規定による請求

を行うに当たっては、総長が別に定める方法により

手数料を納付しなければならない。 

２ （略） 

３ 前２項の規定にかかわらず、診療情報開示窓口に

おける開示請求に係る手数料の納付方法について

は病院の保護管理者の、手数料の額については京都

大学医学部附属病院諸料金規程（昭和４０年達示第

２号）の定めるところによる。 

４ （略） 

（権限及び事務の専決） 

第３１条の２ 総括保護管理者は、診療情報開示窓口

における開示請求に係る第２５条から第３０条ま

でに規定する権限及び事務について病院の保護管

理者に専決させる。 

（中 略） 

（診療情報開示窓口における開示請求等に係る処

理） 

第４４条の２ この章に定めるもののほか、診療情報
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２     （同 左） 

 

 

３ 

 

４ 前項に定めるもののほか、医学部附属病院（以下

「病院」という。）に、病院において管理する患者

に関する保有個人情報に係る請求の処理を行うた

め、診療情報等開示窓口を置く。 

 

（開示請求書の補正） 

第２１条 前条第１項により提出された開示請求書

に形式上の不備があると認めるときは、開示窓口

（診療情報等開示窓口を含む。第２３条を除き、以

下同じ。）において、開示請求者に対し、相当の期

間を定めて、その補正を求めることができる。この

場合において、開示請求者に対し、必要に応じて補

正の参考となる情報を提供するものとする。 

 

（手数料） 

第３１条 

 

 

２  

３ 前２項の規定にかかわらず、診療情報等開示窓口

における開示請求に係る手数料の納付方法につい

ては病院の保護管理者の、手数料の額については京

都大学医学部附属病院諸料金規程（昭和４０年達示

第２号）の定めるところによる。 

４     （同 左） 

（権限及び事務の専決） 

第３１条の２ 総括保護管理者は、診療情報等開示窓

口における開示請求に係る第２５条から第３０条

までに規定する権限及び事務について病院の保護

管理者に専決させる。 

 

（診療情報等開示窓口における開示請求等に係る

処理） 

第４４条の２ この章に定めるもののほか、診療情報

 

（同 左） 



改   正   前 改   正   後 

開示窓口における開示請求等に係る処理に関し必

要な事項は、病院の保護管理者が定める。 

（後 略） 

 

等開示窓口における開示請求等に係る処理に関し

必要な事項は、病院の保護管理者が定める。 

 

附 則 

この規程は、令和２年１０月１日から施行する。 

 


